
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

                

 

 

昭
和
天
皇
行
幸
日
程
３(

11
月
20
日
～
21
日)  

宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎
が
枢
密
院
議
長
倉

富
勇
三
郎
に
宛
て
た
文
書(

宮
発
第
653
号) 

十
一
月
二
十
日 

 

午
前
八
時 

行
在
所
【
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
】 

 
 
 

  

御
出
門 

 
 

同 
 

八
時
十
分 

 

土
浦
驛
御
發
車 

 

同 

九
時
十
分 

 
 
 

水
戸
驛
御
着
車 

 
 

水
戸
地
方
裁
判
所
、
水
戸
地
方
專
賣
局
、 

 
 
 
 

大
日
夲
武
徳
會
茨
城
支
部
武
徳
殿
、 

 
 

弘
道
館
、
御
親
閲
場(

堀
原
練
兵
場) 

 
 
 
 

行
在
所
【
茨
城
県
庁
】 

 

十
一
月
二
十
一
日 

 
 
 
 

別
格
官
幣
大
社
常
磐
神
社
、 

 
 

常
磐
公
園(

消
防
組
御
親
閲) 

 
 

好
文
亭
、 

水
戸
高
等
學
校
【
男
子
中
等
学
校
生
徒
合 

 

同
体
操
を
天
覧
】
、 

茨
城
縣
女
子
師
範
學
校
【
女
子
中
等
学 

校
生
徒
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
天
覧
】
へ
行
幸 

午
後
零
時
五
十
五
分 

 

行
在
所
御
出
門 

 

同 

一
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
戸
驛
御
發
車 

 

同 
 

三
時
二
十
分 

 
 
 
 

上
野
驛
御
着
車 

 
 

還
幸 

御
親
閲
の
壮
観 (

11
月
20
日) 

11
月
20
日
午
後
２
時
、
い
よ
い
よ
御
親
閲

が
始
ま
り
、
４
万
の
若
者
が
御
親
閲
の
栄
に
浴

し
ま
し
た
。
５
年
生
岡
野
富
士
雄(

中
29
回)

は
そ
の
感
激
を｢

進
修
第
31
号｣(

1930
・
昭
和
５

年
３
月
１
日
発
行)

に｢

御
親
閲
の
壮
観｣

と
題

し
て
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。 

｢

昭
和
四
年
十
一
月
二
十
日
。
こ
の
日
は
茨

城
、
栃
木
、
群
馬
三
縣
下
四
萬
の
若
人
が
堀
原

練
兵
場
に
於
て
御
親
閲
の
光
榮
に
輝
い
た
日

で
あ
る
。
此
の
朝
風
冷
た
く
雨
さ
へ
加
は
り
、

寒
氣
ひ
し
ひ
し
と
我
等
に
迫
る
も
、
若
人
の
意

氣
は
益
々
揚
り
、
血
し
ほ
は
彌
【
い
や
】
ま
し
て

高
鳴
つ
た
。
正
午
頃
に
は
全
部
【
所
】
定
の
位

置
に
集
合
を
を
は
り
言
ひ
知
れ
ぬ
緊
張
と
興

奮
と
の
裡
に
時
は
經
【
過
】
ぎ
た
。 

午
後
二
時
。
突
如
喨
喨
【
り
ょ
う
り
ょ
う
】
た
る
『
氣

を
付
け
』
の
ラ
ツ
パ
が
鳴
り
渡
り
、
續
い
て
軍

樂
隊
の
壯
重
な
る
君
が
代
の
吹
奏
が
始
ま
つ

た
。
や
が
て
御
車
は
要
路
の
大
官
、
陸
軍
の
將

星
を
始
め
、
四
萬
の
若
人
の
奉
迎
裡
に
玉
座
の

下
に
靜
か
に
止
つ
た
。
再
び
奏
せ
ら
る
ヽ
君
が

代
、
全
員
最
敬
禮
の
裡
に
、
大
元
帥
陛
下
に
は

高
さ
八
尺
の
高
御
臺
の
上
に
不
動
の
御
姿
勢

を
以
て
御
立
ち
遊
ば
さ
れ
た
。 

十
四
日
以
來
或
は
大
演
習
御
統
監
に
、
或
は

地
方
行
幸
に
、
或
は
觀
兵
式
に
と
一
週
間
に
わ

た
ら
せ
ら
る
御
多
忙
に
も
か
ヽ
は
ら
せ
ら
れ

ず
玉
体
に
は
少
し
の
御
疲
勞
の
色
だ
に
召
さ

れ
給
は
ず
、
寒
風
の
中
に
輝
く
颯
爽
た
る
御
英

姿
を
拜
し
た
と
き
私
の
胸
は
感
激
で
閉
さ
れ

た
。 や

が
て
【
牛
島
茨
城
県
】
知
事
の
上
奏
が
終

り
、
勇
壯
な
る
軍
樂
隊
の
マ
ー
チ
が
吹
奏
せ
ら

れ
、
【
各
大
隊
長
の
『
捧
げ
銃
』、
『
前
へ
』
の

号
令
で
】
壯
觀
極
ま
れ
る
大
分
裂
【
分
列
】
行

進
は
開
始
さ
れ
た
。
四
萬
の
大
部
隊
の
最
先
頭

に
あ
る
我
等
は
勇
躍
高
踏
力
強
き
歩
調
で
、
陛

下
の
御
前
に
咫
尺
【
し
せ
き 

距
離
が
非
常
に
近
い

こ
と
】
し
奉
る
。『
頭
右
【
か
し
ら
み
ぎ
】
』
の
號
令

の
下
に
若
人
の
感
激
に
滿
ち
た
顏
は
一
齊
に

龍
顏
に
對
し
奉
り
向
け
ら
れ
た
。
誠
心
誠
意
を

以
て
目
禮
を
爲
し
奉
り
つ
つ
前
進
す
る
我
等

を
見
そ
な
は
せ
ら
る
る
を
拜
し
た
時
私
の
心

中
に
は
、
光
榮
感
激
有
難
さ
の
外
に
何
物
も
な

か
つ
た
。
次
の
瞬
間
陛
下
に
は
い
と
嚴
か
に
、

御
擧
手
の
禮
を
遊
ば
さ
れ
た
。
實
に
我
等
は
最

初
の
禮
を
賜
は
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
時
吾
が

感
激
は
絶
頂
に
達
し
眼
は
感
激
の
涙
に
曇
り
、

吾
靈
肉
悉
く
こ
れ
敬
虔
の
念
に
包
ま
れ
た
。 

か
く
し
て
萬
乘
の
至
尊
の
御
面
前
を
過
ぎ

大
迂
回
を
し
て
停
止
の
位
置
へ
と
向
つ
た
。
見

渡
せ
ば
長
蛇
の
如
き
若
人
の
隊
は
隊
伍
堂
々

と
し
て
軍
樂
隊
の
曲
に
つ
れ
、
力
あ
る
歩
調
を

以
て
陛
下
の
御
前
を
進
み
つ
つ
あ
る
。
一
部
隊

が
至
尊
の
御
前
に
近
づ
く
や
、
彼
等
の
名
譽
あ

る
校
旗
團
旗
は
一
齊
に
高
く
直
立
し
筑
波
颪

に
は
た
は
た
と
靡
く
。
恭
し
く
陛
下
を
仰
ぎ
奉

れ
ば
端
然
と
し
て
若
人
に
臨
み
給
ひ
、
各
部
隊

毎
に
畏
く
も
御
擧
手
の
禮
を
賜
ふ
の
で
あ
る
。

彼
等
の
感
激
や
如
何
に
大
な
る
も
の
ぞ
。 

黒
服
の
健
氣
な
る
學
生
團
、
カ
ー
キ
色
服
の

頼
も
し
き
青
年
隊
！
こ
れ
等
す
べ
て
希
望
に

滿
ち
若
き
昭
和
の
第
二
の
國
民
！
が
力
強
く

大
地
を
踏
み
し
み
、
第
二
の
健
全
な
る
國
民
を

以
て
自
ら
任
ず
る
強
き
意
氣
と
、
優
秀
な
る
訓

練
の
程
を
、
至
尊
の
叡
覽
に
入
れ
奉
り
、
叡
慮

を
安
ん
じ
奉
る
。
お
ヽ
何
と
い
ふ
壯
嚴
な
光
景

で
あ
ら
う
。
陛
下
の
聖
慮
は
若
人
の
胸
に
強
く

感
ぜ
ら
れ
、
若
人
の
意
氣
と
忠
誠
と
は
大
御
心

に
深
く
通
ず
る
こ
と
で
あ
ら
う
。『
君
臣
一
体
』

『
義
は
君
臣
に
し
て
情
は
父
子
』
。
こ
の
美
は

し
き
、
大
和
島
根
之
國
特
有
の
精
華
の
今
更
な

が
ら
我
心
に
強
く
映
ず
る
を
覺
え
た
。 

時
を
經
過
す
る
こ
と
四
十
分
内
外
に
し
て
、

蜿
々
た
る
大
部
隊
の
御
親
閲
は
無
事
に
終
了

し
た
。 

再
び
知
事
の
上
奏
が
あ
り
、
【
８
千
の
】
女

子
奉
唱
團
は
三
方
か
ら
靜
々
と
御
前
に
進
ん

だ
。
や
が
て
軍
樂
隊
の
音
頭
で
奉
唱
は
始
め
ら

れ
た
。
『
菊
の
香
高
き
東
野
に
假
の
御
戰
統
べ

給
ふ･･････

』
彼
【
女
】
等
の
聲
は
高
く
強
く

澄
み
、
大
空
に
ひ
び
き
渡
り
我
等
の
心
を
ひ
し

ひ
し
と
撃
つ
。
何
と
い
ふ
感
激
に
滿
ち
た
力
あ

る
聲
で
あ
ら
う
。
彼
【
女
】
等
が
唱
し
終
る
や
、

再
び
壯
重
な
る
君
が
代
が
軍
樂
隊
に
よ
つ
て

奏
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
合
せ
て
、
我
等
は
力
の
限

り
、
聲
の
出
る
限
り
、
大
空
に
ひ
び
け
と
ば
か

り
奉
唱
し
た
。
陛
下
の
御
面
前
で
君
が
代
を
高 

平成２８年１０月１１日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 

ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第９４号 
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陸軍特別大演習と土浦中学生 ４ 

1929(昭和４)年 11 月 20 日、朝来の雨はからりと晴れて、陽
光麗かに照り輝く中、土浦中学４・５年生は磨きに磨いた銃剣
を肩にし、母校の歴史を語る校旗を先頭に、粛然として式場な
る堀原練兵場に整列し、３県下４万に余る若人は感激の時を迎
えようとしていました。文中の【 】内は筆者による注記です。 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

 

← 
歩兵第二聯連隊の練兵場跡
に建立された「水戸歩兵部
隊の跡」の碑（水戸市堀原） 

↑ 

昭
和
４
年
11
月
20
日
堀
原

練
兵
場
に
お
け
る
茨
城
・
栃

木
・
群
馬
諸
団
体
御
親
閲
の
状

況
（『
昭
和
四
年
陸
軍
特
別
大
演

習
記
念
ア
ル
バ
ム
』
よ
り
転
載
） 



 

 

 
 

 
 

ら
か
に
奉
唱

し
得
る
光
榮

は
、
こ
れ
が
最

初
で
あ
り
而

し
て
或
は
最

後
で
あ
る
か

も
知
れ
ぬ
。
何

と
い
ふ
光
榮

で
あ
ら
う
。 

次
に
知
事

の
發
聲
で
『
天

皇
陛
下
萬
歳
』

を
三
唱
し
た
。 

全
員
若
人
の

感
激
の
情
は

こ
の
萬
歳
の

三
唱
に
依
つ 

て
奔
流
の
如
く
ほ
と
ば
し
り
出
で
た
。
か
く
て

こ
の
光
榮
に
滿
ち
た
壯
嚴
な
式
は
を
は
つ
た
。

再
び
全
員
最
敬
禮
、
君
が
代
の
吹
奏
裡
に
、
大

元
帥
陛
下
に
は
、
高
御
臺
を
下
ら
せ
ら
れ
、
御

車
に
召
さ
れ
て
還
御
遊
ば
さ
れ
た
。 

我
等
が
永
久
に
忘
れ
得
ぬ
光
榮
感
激
を
心

に
刻
し
て
解
散
し
た
の
は
三
時
半
近
く
で
あ

つ
た
。 

私
は
、
こ
の
大
事
を
無
事
過
し
得
た
の
を
無

上
の
喜
び
と
し
、
同
時
に
、
自
己
の
本
分
を
盡

し
、
刻
苦
勉
勵
以
て
聖
慮
の
萬
分
の
一
に
副
ひ

奉
ら
ん
こ
と
を
自
己
の
心
に
誓
つ
た
。｣ 

御
親
閲
を
受
け
た
４
・
５
年
生
は
、
当
日
も

野
営
を
し
て
、
翌
日
帰
校
し
ま
し
た
。 

土
浦
驛
で
の
奉
送(

11
月
21
日) 

行
幸
の
日
程
を
全
て
終
え
ら
れ
た
昭
和
天

皇
は
、
11
月
21
日
午
後
１
時
水
戸
駅
発
の
御

召
し
列
車
で
還
幸
さ
れ
ま
し
た
が
、
土
浦
中
学

生
た
ち
は
土
浦
駅
で
お
見
送
り
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
様
子
を
３
年
生
の
釜
田
藤
男(

中
31

回)

は｢

進
修
第
31
号
・
陛
下
を
御
見
送
り
奉

る｣

で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

陛
下
に
は
此
の
御
繁
忙
な
八
日
間
を
御
滞

り
な
く
終
へ
さ
せ
ら
れ
天
機
麗
し
く
還
幸
遊

ば
さ
れ
ま
し
た
。 

塵
一
つ
だ
に
な
い
土
浦
驛
構
内
は
唯
清
淨

と
い
ふ
だ
け
で
す
。 

小
砂
利
を
ふ
ん
で
我
等
は
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー

ム
に
整
列
し
、
御
召
列
車
を
お
待
ち
申
し
ま
し

た
。
時
は
刻
々
に
た
つ
て
ゆ
き
ま
す
。 

『
氣
を
付
け
つ
。
』
の
號
令
は
電
流
の
傳
は

る
や
う
に
順
次
に
起
こ
つ
て
、
ざ
は
め
き
は
ぴ

た
り
と
靜
り
、
後
は
唯
肅
然
と
し
て
、
聲
一
つ

た
て
る
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。
か
す
か
に
音
響
が

傳
は
つ
て
來
ま
し
た
。
刻
一
刻
響
は
近
づ
き
、

そ
れ
と
共
に
、
五
体
が
固
く
固
く
ひ
き
し
ま
り

胸
の
高
鳴
つ
て
く
る
の
を
覺
え
ま
し
た
。
突
然

靜
け
さ
を
破
つ
て
、
『
脱
帽
』
續
い
て
『
禮
』
。

我
等
は
唯
こ
の
ま
ヽ
深
い
沼
へ
で
も
落
ち
込

ん
で
し
ま
ふ
や
う
な
氣
持
ち
で
敬
禮
を
し
ま

し
た
。
そ
の
時
御
召
列
車
は
靜
か
に
、
辷
【
す

べ
】
る
樣
に
走
り
込
み
ま
し
た
。
こ
の
時
呼
吸

が
困
難
な
程
引
き
し
ま
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

皆
の
目
が
一
齊
に
注
が
れ
ま
し
た
。 

天
皇
陛
下
に
は
陸
軍
常
禮
服
を
御
つ
け
に

な
り
、
御
機
嫌
麗
し
く
我
等
に
御
會
釋
を
賜
り

ま
し
た
。
我
等
の
感
激
は
極
度
に
達
し
ま
し
た
。

我
等
の
歡
憙
は
五
体
に
み
な
ぎ
り
唯
我
を
忘

れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
心
の
中
に
て
ひ
た
す
ら

一
路
御
安
泰
に
還
幸
遊
ば
す
や
う
と
祈
り
な

が
ら
も
夢
心
地
に
て
遠
ざ
か
り
ゆ
く
響
に
耳

を
か
た
む
け
ま
し
た
。 

ま
だ
誰
も
動
い
た
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
の

心
は
御
召
列
車
の
御
後
を
ど
こ
ま
で
も
お
慕

ひ
申
し
て
お
送
り
申
し
ま
し
た
。 

『
着
帽
』
『
休
め
』
我
等
は
半
ば
夢
か
ら
さ

め
た
ご
と
く
、
千
貫
の
重
荷
を
下
し
た
時
の
や

う
に
ほ
つ
と
し
ま
し
た
。
誰
し
も
感
激
の
色
に

輝
い
て
ゐ
ま
し
た
。｣ 

か
く
し
て
陸
軍
特
別
大
演
習
は
終
わ
り
ま

し
た
。
11
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
の
８
日
間

は
、
先
生
、
生
徒
と
も
に
緊
張
の
毎
日
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
土
浦
中
学
生
の
み
な
ら
ず

茨
城
県
民
の
全
て
が
、
無
上
の
感
激
と
歓
喜
と

に
浸
っ
た
１
週
間
余
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

堀
原
練
兵
場 

堀
原
練
兵
場
と
水
戸
歩
兵
第
二
聯
隊
に
つ

い
て
は
、
茨
城
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

｢

茨
城
大
学
学
報
第
277
号(

平
成
20
年
２
月
～

平
成
20
年
３
月)

｣

に
茨
城
大
学
名
誉
教
授
朝

野
洋
一
先
生
に
よ
る
概
説
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
ま

す
。 

｢

茨
城
大
学
と
そ
の
周
辺
一
帯
は
、
1909 

年
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
の
1945 

年
ま
で
、
旧
日

本
国
陸
軍
の
水
戸
衛
戍
地
と
呼
ば
れ
る
軍
用

地
で
、
歩
兵
営
・
衛
戍
病
院
、
工
兵
営
、
練
兵

場
、
射
撃
場
、
軍
人
墓
地
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

水
戸
衛
戍
地
は
、
茨
城
県
や
水
戸
市
が
各
方
面

か
ら
寄
付
を
募
り
官
民
挙
げ
て
の
誘
致
運
動

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
水
戸
市
郊
外
の
東

茨
城
郡
常
磐
村
・
渡
里
村
に
ま
た
が
る
山
林
原

野
・
耕
地
・
宅
地
な
ど
20 

万
坪
に
及
ぶ
土
地

が
転
用
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
わ
が
国
で
は
、

各
地
で
同
様
の
誘
致
運
動
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
軍
隊
の
駐
屯
に
よ
る
社
会
的
・
経
済
的
効

果
に
寄
せ
る
地
元
の
期
待
は
極
め
て
大
き
な

も
の
で
し
た
。 

戦
後
、
国
有
地
で
あ
っ
た
旧
軍
用
地
は
、
そ

の
経
過
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
主
と
し
て
公
共

用
地
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。
歩
兵
営
跡
は
茨
城

大
学
の
敷
地
と
な
り
、
東
原
の
旧
制
水
戸
高
等

学
校
や
水
戸
城
内
の
茨
城
師
範
学
校
な
ど
を

統
合
し
た
文
理
学
部
・
教
育
学
部
・
大
学
本
部

が
置
か
れ
、
工
兵
営
跡
に
は
附
属
中
学
が
入
り

ま
し
た
。
東
原
の
教
職
員
宿
舎
、
三
の
丸
の
附

属
小
学
校
は
こ
の
名
残
で
す
。
現
在
の
野
球
グ

ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
に
あ
っ
た
衛
戍

病
院
は
、
戦
後
国
立
病
院
と
な
り
1965(

昭
和

40)

年
に
東
原
の
旧
水
戸
高
等
学
校
跡
地
に

移
転
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
2004(

平
成
16)

年

に
国
立
病
院
機
構
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な

り
茨
城
町
に
再
移
転
し
て
い
ま
す
。
練
兵
場
跡

は
茨
城
大
学
の
運
動
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
茨
城
県
に
移
譲
さ
れ
県
武
道
館
・

野
球
場
・
陸
上
競
技
場
な
ど
の
あ
る
運
動
公
園

に
な
り
ま
し
た
。
細
長
い
射
撃
場
跡
は
少
年
鑑

別
所
・
水
戸
拘
置
支
所
・
市
立
堀
原
小
学
校
・

公
務
員
宿
舎
・
市
営
住
宅
・
県
公
害
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
軍
人
墓
地
は
水

戸
市
堀
町
公
園
墓
地
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

『
郷
土
部
隊
』
と
な
っ
た
歩
兵
第
二
聯
隊
と

工
兵
第
十
四
大
隊
は
、
朝
鮮
の
警
備
の
ほ
か
シ

ベ
リ
ア
出
兵
・
満
州
事
変
・
支
那
事
変
な
ど
に

外
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
1940(

昭
和
15)

年
、
軍
備
改
変
で
満
州(

黒
龍
江
省)

に
永
久
駐

屯
す
る
こ
と
に
な
り
水
戸
を
去
り
ま
し
た
。
こ

れ
以
降
終
戦
ま
で
、
歩
兵
営
に
は
総
称
し
て
東

部
三
七
部
隊
、
工
兵
営
に
は
総
称
し
て
東
部
第

四
二
部
隊
と
呼
ば
れ
る
新
編
成
部
隊
・
留
守

隊
・
補
充
隊
な
ど
が
置
か
れ
、
兵
員
の
召
集
・

入
営
・
部
隊
編
成
・
補
充
員
の
送
出
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。｣ 

な
お
、
1940
年
８
月
か
ら
満
州
に
駐
屯
し
て

い
た
歩
兵
第
二
聯
隊
は
、
1944
年
４
月
か
ら
パ

ラ
オ
諸
島
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
守
備
に
つ
い
て

い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
に
よ
り

11
月
24
日
決
別
電
報
を
発
信
し
て
玉
砕
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

昭和４年11月21日水戸高等学校において天覧を賜りたる男子中等学
校生徒合同体操（『昭和四年陸軍特別大演習記念アルバム』より転載） 


